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研究成果の概要（和文）：私立養護学校７校，国立養護学校・私立高校各１校など，１１校

園の専攻科について，その設立の経緯，今日までの歩み，教育課程の特色，進路実態など

を明らかにした。加えて，「子どもから大人へ」「学校から社会へ」という二重の移行支援

に関する評価すべき取り組みと事例を収集した。その上で，障害青年への青年期教育・中

等後教育・キャリア教育の在り方について考察した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

About the eleven post-graduate courses for children with special needs, set up in upper 

secondary departments of seven private special schools and one national special school, one 

private senior high school and others, each process of the establishment, their step until 

today, the characteristic of the course of study and the situation of graduates were clarified. 

Valuable practice and example of the dual transition support as both “from childhood to 

adulthood” and “from school to society” were collected. An ideal method of adolescent 

education, post secondary education and/or career education for young persons with 

disabilities was considered. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)研究代表者は，科学研究費補助金（１９
９７～９８年度）基盤研究 C「障害児のトラ
ンジション（学校－社会間移行）に関する実
証並びに比較研究」の一環として，１９９９

年度に高等部専攻科を有する私立養護学校
７校の調査研究を行った。 

(2)知的障害を対象とする従前の私立養護学
校専攻科に加えて，障害青年への移行支援ニ
ーズの高まりの中で，発達障害者を対象に含
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めた新たなタイプの専攻科が開かれるよう
になった。 

(3)２００６年度には，国立養護学校ではじ
めて鳥取大学附属養護学校に高等部専攻科
が開設され，研究代表者も参画して「子ども
から大人へ」「学校から社会へ」の二重の移
行支援に着目した取り組みがスタートした。 

(4)学校教育法改正により，２００７年度か
ら特別支援教育の新法制に転換した。特別支
援学校の目的は「障害による学習上又は生活
上の困難を克服し自立を図るために必要な
知識技能を授けること」（７２条）とされ，
自立への支援の在り方が注目されている。 
 

２．研究の目的 

知的障害者及び発達障害者を対象とした
養護学校高等部等の専攻科における教育の
在り方を，「子どもから大人へ」「学校から社
会へ」という二重の移行支援に着目して明ら
かにする。具体的には以下の３点である。 
(1)養護学校高等部等の専攻科に関して，開
設の経緯，これまでの歩み，今日の状況，教
育課程の特色，進路実態などを明らかにする。 
(2)二重の移行支援に関して，参考になる取
り組みと追跡事例を収集し，知的障害者及び
発達障害者への移行支援の在り方を明らか
にする。 
(3)知的障害者及び発達障害者に対する青年
期教育・中等後教育・キャリア教育の在り方
について考察し提言を行う。 
  

３．研究の方法 

(1)対象 
①９７年度に調査を行った私立養護学校７
校：三愛学舎養護学校（岩手県），いずみ養
護学校（宮城県），若葉養護学校（群馬県），
旭出養護学校（東京都），聖坂養護学校（神
奈川県），聖母の家学園（三重県），光の村養
護学校土佐自然学園（高知県）。なお，研究
期間の最終版において，光の村養護学校秩父
自然学園が２００８年度より高等部専攻科
を開設したとの情報を得たが，時間的な制約
から対象には含めていない。 
②新たに加えた４校園：鳥取大学附属養護学
校（鳥取県），私立鹿児島城西高校（鹿児島
県），ＮＰＯ法人立見晴台学園（愛知県），私
立やしま学園高等専修学校（大阪府）。 
(2)方法 
①訪問調査の実施（全校園を対象）：学校等
の見学，授業等の参観，聞き取り，資料収集
など。 
②授業実践への参画（鳥取大学附属養護学
校）：高等部専攻科の実践づくりに継続的に
参画。 
③研究フォーラムの開催（全校園に呼びか
け）：「設立の経緯，概要，教育課程」を中心
テーマに第一回目を２００７年度に開催。

「二重の移行支援」を中心テーマに２００９
年度に開催。それぞれのフォーラムで得た基
本情報を資料冊子としてまとめる。 
 
４．研究成果 
(1)専攻科における教育 
①三愛学舎養護学校 
 キリスト教の「神を愛し，人を愛し，土を
愛す」という三愛を建学の精神として，１９
７８年に高等部本科を，９６年に専攻科を開
設し，「５年間の一貫した青年期教育」を探
究している。７２年に社会福祉法人「カナン
の園」が認可され，７３年に児童施設「奥中
山学園」が開園，同時に町立奥中山小学校及
び中学校内に特別学級が設置された。卒後保
障として，７４年には学園内に私設高等部が
設けられ，数年の設立準備を経て，７８年に
三愛学舎養護（高等）学校が開校した。義務
教育段階は公立校で学び，高等部から三愛学
舎を利用する。５年間を通じて「自分くずし」
から「自分づくり」への過程を援助し，個々
に合わせた自己実現をめざして，「生活」「労
働」を中心に「生きる力」を育む教育活動が
組まれている。本科では「青年期としての基
礎的素養を身につける」ことに主眼を置き，
教育課程も「生活，芸術，音楽，体育，作業，
総合学習」など幅広く構成されている。専攻
科は「一人一人に応じた成人生活への移行を
図る」ことを目指して「作業」を大きく位置
づけ，「総合学習」では金銭管理や余暇の指
導も行い，加えて表現創作や体力づくりの時
間なども設けている。寄宿舎として福祉施設
を活用し，また卒業後の生活部門及び労働部
門を併せて整備しており，法人全体として生
涯にわたる地域での支援事業が展開されて
いる。 
②いずみ養護学校 
１９６９年，私立養護学校で高等部専攻科

の設置認可を最初に受けた。女子のみの高等
養護学校であり，家庭科中心の青年期女子教
育を特色としている。服飾専門学校を開設し
ていた学校法人明和学園内に５８年，障害女
児の職業補導場「いづみ学園」が併置され，
６２年にはいずみ養護学校が開校された。卒
業生の進路保障の一環として，６５年に養護
学校附属授産所が誕生した（７１年から社会
福祉法人・愛子福祉会いずみ授産所）。生涯
が学習であることを見通して，社会の変化に
対応した逞しく生きる人づくりをめざし，一
人一人の生きる力を育て，家庭生活及び社会
生活に必要な知識・技術の習得を目標として
いる。以前は本科卒業時に就労等をめざす傾
向にあったが，近年では卒業生約２０名の５
割前後が専攻科に進学する。本科では「生活
力を高める家庭科」中心の教育課程が組まれ
ており，基本的な生活習慣の確立，基礎的・
基本的な知識・技術の習得が目標とされてい



 

 

る。専攻科は「職業人・家庭人の育成」を目
指しており，社会自立をはかり，主体的に生
きる力の育成をめざした職業教育が中心で
ある。本科３年の基礎の上に，個々の進路に
応じた班編成の指導（縫製，調理，清掃，手
工芸）がなされる。高齢者への簡易家庭介護
を含んだ「家庭管理」の学習もある。なお約
半数が寮生（明和寮）であり，また全員に自
活ホーム実習が保障されるなど，自立への生
活指導が学寮連携で行われている。 
③若葉養護学校 
 ８年間の養護教育塾の試みを経て，１９９
３年に学校法人が認可，９４年より若葉養護
学校（高等部本科・専攻科）が開設された。
赤城山南麗の標高 600ｍに位置する特色を生
かして，「恵まれた自然環境の中で，生徒一
人ひとりの能力や特性を考慮し，社会自立並
びに社会への参加を目指して，心身ともにた
くましく健全な人間を育成する」を目標とし
ている。「作業学習中心の実践カリキュラム」
を組んでいるが，本科１～２年では生活単元
学習もある。作業学習には，食品製造（調理・
クッキーづくり），染織デザイン（染物・織
物），農園芸バイオ（園芸・委託作業・校外
作業）の３コースがある。加えて，地域にあ
るフラワーパーク・農業テーマパーク・民間
企業・研究所・農家などと提携した実習体
験・地域貢献活動などが多彩に展開されてい
る。他に保健体育・音楽・美術・クラブ活動
も設けられている。ほどよい距離に「杜の子
ファーム」があり，日々の登下校や寮生活を
通じた指導もなされている（約８割が寮生）。
卒業生も通勤寮として利用しており，卒業生
と共に暮らし，育ち合う場になっている。他
の国公立養護学校からの宿泊体験や職業実
習などの受け入れも行われている。０２年か
らは附帯教育事業としてさらに研修科（最長
２年）を設け，卒業後の「学校と社会の中間
ステップ」として企業体験保障が始まった。
また，行き場のない卒業生をなくすために，
作業所「杜の実」も開設されている。 
④旭出養護学校 
 養護学校の高等部専攻科としては，２年制
ではなく，唯一の３年制である。１９５０年
に豊島区目白町徳川邸内に開園され，５８年
の各種学校「練馬生活学園」を経て，６０年
に旭出学園教育研究所を開設，養護学校（小
中高併設）も開校された。６２年から練馬区
東大泉に順次移転し，７９年に幼稚部と専攻
科が認可された。専攻科は８１年の校舎落成
を待って開科された。以前は３学年複式１学
級と定員も尐なく，本科卒業生の数名が進学
する程度であった。進路先である福祉園の空
き待ちのみでなく，専攻科での継続的な指
導・援助によってより自立的な人間に近づけ
ることが意識された。加えて，卒業生の短期
（数か月）受け入れによる再教育も先導的に

試みられた。近年は本科卒業生の５～７割が
進学している。マカトン法のサインやシンボ
ルを活用した幼尐期からの一貫した教育プ
ログラムによって，「身辺生活の自立，集団
生活への参加，社会生活の理解と参加，生活
の常識と技術」を修得した上で，専攻科では
「生産人としての自覚」を養い，「目標を持
って生活のできる社会人」を目指している。
高等部では作業学習・総合学習・進路学習・
調理学習・現場実習などが組み合わされてい
る。また，本科・専攻科の２年生全員に生活
自立寮での体験（数泊～２か月入寮）も用意
されている。卒後保障としては，社会福祉法
人を設立して旭出生産福祉園（７４年）を隣
設し，都内・静岡県・千葉県にも生活労働施
設などを整備している。 
⑤聖坂養護学校 
キリスト教の精神を基盤として，小学部か

ら専攻科までを通して，マカトン法のサイン
やシンボルを共通に用いた分かりやすい支
援に努めつつ，個別教育計画による個性に応
じた指導が追求されている。高等部は５年間
が一体的にゆったりと位置づけられており
（学部内オープンシステム），障害が比較的
重い生徒を含めて，青年期の豊かな感性と人
格形成が大切にされている。戦前の１９４２
年に始めた水上学校が戦後の４９年に日本
水上学校として設立され，５１年に学校法人
として認可された際に養護施設事業の運営
が委託された。５４年の財団法人，６１年の
社会福祉法人日本水上学園を経て，６７年に
は日本水上学校を閉校し，代わって聖坂養護
学校（小学部）を開設した。７９年に中学部，
８２年に高等部を開設し，８５年に専攻科が
設けられた。「進路はあくまでも教育的指導
の結果であり，進路自体が教育の目標ではな
い」という考えから，「狭い作業技術」では
なく，基本的生活習慣を養い，豊かな情緒・
人格を育むトータルな教育活動が志向され
ている。従来から敷地内の生活棟を活用して
生活教育や緊急一時預りもなされていたが，
０８年に民家（寮）を徒歩圏内に確保してさ
らに充実された（中学部・高等部本科の２年
は全員が１週間入寮，他は希望者が随時体
験）。将来ビジョンに基づいて，社会福祉法
人を設立して様々な形で生活や労働の場を
整備し，生涯教育・生涯福祉を保障する体制
の確立に努めている。 
⑥聖母の家学園 

カトリックの精神に基づいて，固有の人格
を認め，個別の発達と集団への参加を促し，
生活する力を身につけた人間を育てること
をめざしている。高等部目標は「５年間教育
の中で自己を知り，社会生活につながる力を
つけ，豊かでたくましい人間の育成をめざ
す」である。専攻科の教育課程は「経済，生
活講座，演習，研究ゼミ（修了論文の作成）」



 

 

等とユニークであり（『養護学校専攻科の挑
戦』かもがわ出版，1999），鳥大附属の下敷
きともなっている。１９６６年にカトリック
系教会によって精神薄弱児施設「聖母の家」
が設立され，６７年から市立内部小学校への
通学による学校教育保障が開始された。６９
年度からは施設内に分教室が設けられ，それ
が前身となって，７１年に「聖母の家」内に
養護学校聖母の家学園（小中学部）が開設さ
れた。養護学校は８７年より高等部を設置し，
９５年には専攻科が設けられた。その際，聖
坂養護学校及び見晴台学園に大きな影響を
受け，学園生以外の進学者も受けとめつつ，
「５年間の高校生活」保障を特色として打ち
出している（本科卒業者のほぼ全員が進学す
るが，加えて他校から専攻科への進学者もあ
る）。民家を寄宿舎として，遠距離通学生の
ための生活の場も整えている。卒後保障の一
環として，授産施設「わかたけ萩の里」を設
けている。また，校内努力によりアフターフ
ォローと地域づくりを目的とした「教育・生
活支援センターふれあい」を２００８年度よ
り設置している。 
⑦光の村養護学校土佐自然学園 
「知的障害児教育における実業高校を目

指す中学部・高等部・専攻科の８年制養護学
校」が，創立者（西谷英雄）の意志である。
１９５９年に高知市立小・中学校養護学級分
室の中に光の村職業補導所が併設され，私立
学校設立の準備の一環として，６６年に精神
薄弱児施設光の村学園（７１年に光の村わか
ぎ寮に改称）が開設され，６９年に光の村養
護学校（本科３年・別科２年）として設立さ
れた。当初は実業高校化を目指したが，７５
年に別科を廃して専攻科を設け，「技術教育
を柱とする５年制の青年期学校」（高等養護
学校）となった。８３年には中学部を開設し
て思春期を含む「全青年期に対応する教育体
制」を整え，８６年に秩父自然学園（埼玉県）
を開設したのを機会に土佐自然学園と改称
している。「暮らしの教育―全面的な自立」
「からだの教育―足から変える全面的な教
育」「仕事の教育―プロをめざす―技能教育
から技術教育へ」というユニークな全寮制の
教育がなされている。また，「大自然の中の
全人教育―力強い青年を育成する」とのねら
いから，土佐湾一周 200 キロ徒歩旅行（中学
部卒業旅行）や宮古島トライアスロン（本科
卒業旅行）などにも挑戦している。社会福祉
法人も併せて「生涯教育総合施設」を目指し
ており，更生施設・通勤寮・グループホーム
などを整備し，株式会社も発足させて，全国
的な広がりの下に「知的障害児・者総合施設
光の村」の事業を展開している。 
⑧鳥取大学附属養護学校（現・特別支援学校） 
鳥取大学学芸学部附属小・中学校の「特殊

学級」を礎に，７８年に教育学部附属養護学

校となった。７９年には，知的障害養護学校
として鳥取県下で最初の高等部を設置し，小
学部から高等部までの１２年間にわたる教
育・研究を先導的に進めてきた。２００４年
には，学部附属から大学附属となった。０４
年の国立大学法人化を契機に専攻科開設を
模索。既存定員の活用により，０６年，国立
の養護学校として全国初となる高等部専攻
科を開設した。児童生徒は１学年定員が小学
部２名，中学部６名，高等部本科８名，専攻
科３名の総定員６０名であり，専攻科は２学
年複式・計６名という尐人数である。「『生
活を楽しむ子』を育む」ことを教育目標とし，
「自分づくり」を支援する教育実践を展開し
ている。特色は，①一人一人の人格的自立を
めざした教育，②小・中・高の１２年間一貫
教育（専攻科を含めると１４年間），③大学
と連携した教育・実践研究・教育実習，④保
護者や医療等の関係諸機関との連携，⑤「段
階別教育内容表」「個別の教育支援計画」の
活用，⑥地域に開かれたセンター的役割，⑦
「さざなみ作業所」との連携，などである。
卒業後も，全教員分担による必要な卒業生へ
の訪問（みんなでアフター），夏・冬の計２
回の同窓会開催などが行われている。ユニー
クな実践は，『生活を楽しむ授業づくり』『「自
分づくり」を支援する学校』（明治図書，
2003・05）に詳しい。 
⑨鹿児島城西高校 

「道義に徹し 実利を図り 勤労を愛す」
を建学の精神とする私立高校で，前身を含め
ると創立８０年をこえる。普通科の他に，「好
きなことを学んでプロの道を目指す」として
ヘアーデザイン科・トータルエステティック
科・社会福祉科・ホテル観光科・調理科・商
業科・ファッションデザイン科の計７学科を
有し（入学定員１学年３８０人），高校サッ
カーなどスポーツや文化活動でも全国に名
を馳せている。また軽度の知的障害者を対象
として，普通科に共生コース（９９年，特別
支援学級の制度を準用，募集人数は普通科全
体の定員９５人の中で弾力的に運用されて
おり実際には１学年およそ２０～３０人），
さらに福祉共生専攻科（０２年，1 学年２０
人）を相次いで設けた。運営は双方を合わせ
た分掌の「特別支援教育部」が担い，本科・
専攻科で一体的に進められている。本科では
「可能な限り社会人として，自立や進学への
意欲を高める生徒の育成を図る」ことが，専
攻科では「可能な限り社会人として，自立で
きる生徒の育成を図る」ことが，目標とされ
ている（専攻科に進むのは本科卒業生の２～
４割）。高校らしい各教科・科目別の学習が
組まれており，各学年で３０単位を履修する。
専攻科では，特に訪問介護員（３～２級）の
資格取得に努めており，基礎介護，社会福祉
演習・実習，調理，職業訓練などの専門教科



 

 

が教育課程の約７割を占めている。 
⑩やしま学園高等専修学校 
 前身の経理商業関係の専門学校・専修学校
から，１９９８年にやしま学園高等専修学校
と改称した。本科は全日制（３年制）の経理
高等課程（商業科）であり，技能連携制度に
よって八洲学園高等学校の卒業資格も得ら
れる。しかし，対象生に学習障害や不登校経
験の者などが増えて「３年間の修養年限では
すべての生徒が自立して社会に出て行くに
は短い」との認識から，２００３年に２年制
の別科＝通称「専攻科」が始まった。当初は
専攻科が主に特別支援教育の性格を有して
いたが，現在では本科を含めて「ゆっくり，
ゆったり，まわり道の教育」を求める者が増
えている。募集対象は，①教科の学習が不得
意で，勉強に自信のない人，②基礎学力（読
み・書き・計算）が充分に積み上がっていな
い人，③運動や体育が苦手な人，④友だちが
できにくく，コミュニケーションが苦手な人，
⑤発達障害の生徒及びそれらを背景とした
不登校の生徒，等である。基礎学力と社会性
の育成を重視した本科の教育の上に，専攻科
では「もっと豊かに！～自律と自立～」を標
語に，生きていく力（生活力）を養う体験型
の学習と，興味・関心のあるテーマを自ら深
める研究型の学習が用意されている。互いに
認め合い，ありのままの自分を出し，失敗を
経験しながらも自分で考え行動することで，
次第に自己肯定感を高めていく。近畿一円か
らの遠距離通学も自律と自立の体験であり，
１０時４０分開始のゆったりした週時程と
なっている。 
⑪見晴台学園 
 １９９０年，全国初の「学習障害児の５年
制高校」（無認可の私塾）として，高等部本
科・専攻科を開設した。９５年に中等部を設
け（出席扱いにより学籍のある中学校で卒業
証書は出される），思春期からの支援も行っ
ている。高等部は５年一貫制であり，専攻科
への外部進学は認めていない。そこで，２０
０１年には１９歳以上を対象とした青年部
（４年制）を新たに付設している。なお教育
課程上は，中等部と高等部本科は基礎教養教
育に，専攻科と青年部は職業準備教育（職業
人教育＆生活者教育）に位置づいている。す
なわち，本科では「言語と数量，自然と社会，
技術と人間，芸術と文化，運動文化とからだ」
といった大括りの教科学習により「わかる喜
び，学ぶ楽しさを知る」ことを重視し，その
基礎の上に専攻科では職場見学や実習を行
い，免許や資格に挑戦し，趣味や特技を磨き，
自主旅行や白山登山，卒業研究にも取り組む
（『ＬＤ・ＡＤＨＤが輝く授業づくり』クリ
エイツかもがわ，2004）。仲間と共に，ゆっ
くりと学び，自分らしい生き方を見つけて巣
だっていくのである。０１年には「自立支援

センターるっく」を立ち上げ，就労支援事業
や共同生活介護事業など卒後の移行支援を
充実させている。０２年には，発達障害に関
する理論と実践を深めるために見晴台学園
研究センターが設立されている。 
(2)二重の移行支援 
①一貫制による青年期教育 
 光の村養護学校における専攻科（１９７５
年）の開設は，他校が本科卒業時に離学する
ことを基本としていたのに対して，はじめて
本科３年・専攻科２年を一貫させて位置づけ，
「５年制の青年期学校」を打ち出した。ただ
し，職業教育ないし技術教育を前面に出して，
自立に向けた鍛錬において青年期をとらえ
る傾向にあった。 
これに対して，聖坂養護学校（１９８５年）

は，５年制高等部における個性の伸長・充実
を重視した青年期の教育と社会への移行を
唱導した。すなわち，青年期前期を「感性が
豊かで，その後の人生の基礎的な情緒や人格
をつくる大切な時期」ととらえ，「感性豊か
なこの時期，ゆったりと豊かで充実した生活
を送らせることができればと考え専攻科を
設置した」と述べている（柴田昌一「人間的
な信頼関係」『学校だより』1996）。そして，
「本校高等部の課題としては，むしろ職業訓
練より社会への移行期間として，個別のニー
ズに応じて幅広い社会生活スキル訓練の実
践にある」とし，家庭生活，移動（交通），
買い物，社会資源の活用，地域の友人関係，
経済生活，余暇など「地域生活に必要な生活
スキル」を例示していた。これは，現在市販
されている社会リハビリテーション研究会
「社会生活力プログラム」の先導例としても
注目される。 
②本科とは異なる専攻科の独自性 
私立養護学校の中で最も新しく専攻科を

設置（１９９６年）した三愛学舎養護学校は，
本科と専攻科を継続的にとらえて「５年の青
年期教育」を強調しつつも，基礎的素養・個
性の充実を図る本科３年に対して，個々の生
活確立を図る専攻科２年の独自性を強調す
るところに特色がある。「三愛学舎の教育の
ねらい」に立ちかえる検討作業を通じて，「人
格的ふくらみ」「人格的成長」の機会として
青年期の教育を再構築していく方向が出さ
れ，専攻科が設立された。そして，専攻科に
職業教育の重点を移すことによって，むしろ
本科での教育をゆとりのあるものにし，「自
己実現と職業的（社会的）自立」の両者をと
もに追求していこうとする方向性を読み取
ることができる（「三愛精神に基づいた学習
内容の充実―自己実現と職業的（社会的）自
立のはざまで―」1994）。 
こうした中で，先発の専攻科においても変

化が生まれている。例えば，旭出養護学校に
おいては，専攻科教育を「成人期以降の人生



 

 

をどのように生きたらよいかを一人一人の
状態に合わせて探る活動」ととらえるように
なっている（「旭出養護学校 専攻科の教育」
1996）。専攻科の独自性が注目される近年，
かつては途中離学型であった旭出養護学
校・いずみ養護学校ともに専攻科への進学者
が増えており，本科と専攻科の関係は本科の
基礎の上に積み上げる継続・発展型に移行し
つつある。さらに，４年制の青年部や自立支
援センターを設けた見晴台学園，専攻科の上
にさらに附帯教育事業として最長２年の研
修科を設けた若葉養護学校，教育・生活支援
センターを地域に開設した聖母の家学園な
ど，青年期の教育と移行支援の営みはさらに
多様に工夫・模索されている。 
③発達障害のある青年の自分づくり 
私立養護学校が知的障害を対象としてき

たのに対して，１９９０年代以降には発達障
害の青年を受け入れる専攻科が現れる。「学
習障害児の５年制高校」である見晴台学園を
筆頭に，やしま学園高等専修学校もそうであ
る。発達障害の場合，個別の能力やスキルは
高いのに，自信がなく，他者と関係を結ぶこ
とが苦手である。そこで，内面的なもつれを
ほぐし，自尊感情や自己肯定感・自己有能感
を育むのに時間が必要となる。「自分づくり」
を支援するために，専攻科が活用されている。
２１世紀に入って開設された後発組の鹿児
島城西高校，鳥大附属にも軽度の知的障害や
発達障害の青年が学んでおり，先発組の私立
養護学校の専攻科にも発達障害の生徒が含
まれるようになっている。 
④生涯保障体制の整備へ 
最後に，私立養護学校の専攻科の特色とし

て，学校法人による専攻科を含む学校教育の
充実が，実は社会福祉法人や株式会社などの
設立を伴った「生涯保障体制の整備」の一環
において構想されていることを挙げうる。 
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